
 
 

 
 

 
 

 
 

３月６日は「啓蟄
けいちつ

」。難しい 

漢字ですが、「春の陽気で土が 

温まり、地中で冬ごもりしてい 

た虫たちが這い出してくる時期」 

という意味です。春はもう目の 

前。進級や卒業をひかえ、やり 

残したことがない 

よう、一日一日を 

大切に過ごしてく 

ださい。 
 
 

 

 

 

 １２月の保健だよりで「毎日重いカバンを持って通学していますが、成長期の子どもの体にどれ位負

担をかけているか、専門医の意見を聞いて欲しいです。」というご質問についてお答えしましたが、そ

の後、専門医とお話しする機会がありましたので、今回も掲載します。 
 

 

 

 

 

 
 

ひとこと（保健室へのご質問・ご意見がありましたらお寄せください） 

 

 

 

  年  組             （保健だより掲載時の名前の公表について  可 ・ 不可） 

平成３０年３月３日

四谷中学校 保健室   

Ａ 重い鞄を持ち続ける時は、負荷を一定の部位にかけるのではなく、交互に持つことや分けることを

お勧めします。また、バランスのよい身体作りは誰にでも必要です。そのためには、スポーツなどの

運動で、まんべんなく身体に負荷を与えられたらいいと思います。たとえ鞄を持つということで一定

の部位の負荷があったとしても、それ以上にスポーツに取り組むことがあれば、筋肉がほぐれたり、

特定の部位への負荷を軽減できると思います。 

き  り  と  り 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 



 


